
第
五
回
研
究
大
会
・
1
1
1
仙
台
大
盛
会
！

～
厚
生
労
働
省
の
三
研
究
班
芒
ろ
つ
て
の
シ
ン
ポ
ウ
ム
開
催
～

　

二
〇
〇
五
年
十
月
一
日
出
ご
百

川
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
第
五

回
研
究
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
会
場
は
ヶ
ヤ
キ
並
木
で
有
名
な

定
禅
寺
通
り
に
面
し
た
宮
城
県
民
会

館
（
宮
城
県
仙
台
市
）
で
し
た
。
二

日
間
の
参
加
者
は
総
勢
百
四
十
三
名

に
の
ぼ
り
、
そ
の
内
訳
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　

大
会
Ｔ
目
口
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
「
難
治
性
疾
患
克
服
研

究
班
の
連
携
と
役
割
分
担
―
難
病
患

全国難病センター研究会第5回研究大会参加者内訳

地域難病連 15団体 60名

全国疾病団体 10団体 17名

医療関係機関 11機関 21名

道・県 10機関 13名

難病相談支援センター 10機関 13名

難病医療専門員 ３機関 ５名

その他・企業 10機関 14名

計143名

者
の
新
た
な
社
会
支
援
の
構
築
を
目

指
し
て
Ｉ
」
と
題
し
、
厚
生
労
働
省

難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
一
環

で
調
査
研
究
を
し
て
い
る
三
つ
の
研

究
班
の
主
任
研
究
者
・
研
究
員
で
あ

る
四
名
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
各

研
究
班
の
実
践
報
告
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
は
現
在
の
医
療
・
福
祉

や
社
会
保
障
の
ト
ピ
ッ
ク
を
収
り
上

げ
た
も
の
で
、
会
場
か
ら
も
活
発
な

意
見
が
出
て
、
大
き
な
成
果
を
残
す

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

。
般
発
表
で
は
モ
バ
イ
ル
放
送

　

（
モ
バ
Ｈ
Ｏ
’
・
）
に
関
す
る
発
表
に

お
い
て
、
全
て
の
人
に
使
用
可
能
、

防
災
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
有
効
な
ど
の

紹
介
が
な
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

二
目
目
の
一
般
発
表
で
は
多
発
性

硬
化
症
の
患
者
本
人
か
ら
の
発
表
が

あ
り
。
「
自
分
の
病
気
と
真
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
」
こ
と
を
真
摯
に
、
し
か
も
明
る

く
実
践
し
て
い
る
そ
の
姿
勢
に
、
参

加
者
か
ら
感
動
の
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

特
別
講
演
と
し
て
は
、
前
衆
議
院

議
員
、
八
代
英
太
氏
に
「
障
害
者
自

立
支
援
法
と
難
病
」
と
題
し
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
法
の

行
方
が
ま
だ
不
透
明
な
中
で
の
、
講

演
で
あ
り
、
質
疑
応
答
も
具
体
的
な

内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
大
会
は
東
北
大
学
神

経
内
科
の
青
木
先
生
を
は
じ
め
と
し

た
各
先
生
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
県

患
者
・
家
族
団
体
連
絡
協
議
会
、
あ

り
の
ま
ま
舎
の
協
力
の
も
と
盛
会
に

終
わ
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

以
下
は
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
敬
称
略
）

■
一
日
目
■

挨
拶

　

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
副
会

　

長
・
第
五
回
研
究
大
会
会
長
・
束

　

北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
神

経
科
学
説
座
神
経
内
科
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

糸
山
泰
人

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
会
長

・
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

宮
城
病
院
院
長

　
　
　
　
　

木
村
格
（
い
た
る
）

厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課

長

　
　
　
　
　
　
　
　

関
山
昌
人

宮
城
県
保
健
福
祉
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
秀
郎
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

「
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
班
の
連
携

と
役
割
分
担
－
難
病
患
者
の
新
た
な

社
会
支
援
の
構
築
を
日
指
し
て
Ｉ
」

座
長

　

木
村
格
（
い
た
る
）

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　

「
重
症
難
病
患
者
の
地
域
医
療
体
制

の
構
築
に
関
す
る
研
究
班
主
任
研
究

者
」
糸
山
泰
人

　

「
特
定
疾
患
の
自
立
支
援
体
制
の
確

立
に
関
す
る
研
究
班
主
任
研
究
者
」

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
宮
城

病
院
診
療
部
長

　

今
井
尚
志

　

「
特
定
疾
患
の
生
活
の
質
の
向
上
に

資
す
る
ヶ
ア
の
在
り
方
に
関
す
る
研

究
班
主
任
研
究
者
」
独
立
行
政
法
人

国
立
病
院
機
構
新
潟
病
院
副
院
長

中
島
孝

東
北
大
学
神
経
内
科

　

青
木
正
志

一
般
発
表
Ｉ

座
長

　

青
木
正
志

発
表
①

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
県
患
者

　

・
家
族
団
体
連
絡
協
議
会

　

白
江

　

浩

　

『
難
病
ホ
ス
ピ
ス
の
現
況
と

　

今
後
』

発
表
②

　

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究

会
事
務
局
長
・
財
団
法
人
北
海
道

難
病
連

　

伊
藤
た
て
お

　

『
難
病

患
者
就
労
支
援
シ
ス
テ
ム
化
を
め

ざ
す
‰
丿
ヨ
ブ
ま
つ
ち
”
の
試
行
に

つ
い
て
』

発
表
③

　

あ
お
ば
脳
神
経
外
科
神
経

　

内
科

　

小
川
達
次

　

『
筋
萎
縮
側

　

索
硬
化
症
に
対
す
る
咽
頭
閉
鎖
・

　

喉
頭
切
除
の
有
用
性
と
問
題
点
－

　

２
症
例
で
の
検
討
－
』

一
般
発
表
～

座
長

　

伊
藤
た
て
お

発
表
④

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
目

　

本
Ｉ
Ｄ
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

岩

　

永
幸
三

　

『
災
害
時
に
お
け
る
難

　

病
患
者
の
行
動
・
支
援
指
針
の
作

　

成
』

発
表
⑥

　

モ
バ
イ
ル
放
送
株
式
会
社

　

山
口
慶
剛

　

『
モ
バ
イ
ル
放
送
（
モ

　

バ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
）
が
創
る
新
し
い
ラ
イ

　

フ
ス
タ
イ
ル
ー
世
界
初
’
・
モ
バ
イ

　

ル
ユ
ー
ザ
ー
向
け
衛
星
デ
ジ
タ
ル

　

放
送
－
』

参
加
者
交
流
会

司
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
県
難
病
患

者
・
家
族
団
体
連
絡
協
議
会
副
理
事

長

　

小
島
章
義

■
二
日
目
■

一
般
発
表
ｍ

座
長

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
佐
賀

　

県
難
病
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

二

　

原
睦
子

発
表
⑥

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
熊

　

本
県
難
病
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク

　

熊
本
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

　

ン
タ
ー

　

陶
山
え
つ
子

　

『
熊
本

　

県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　

現
状
と
、
私
た
ち
の
歩
む
道
』

発
表
⑦

　

沖
縄
県
難
病
相
談
支
援
セ

　

ン
タ
ー
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
ビ
シ

　

ヤ
ス

　

照
喜
名
通

　

『
Ｉ
Ｂ
Ｄ
（
炎

　

症
性
腸
疾
患
）
の
概
要
と
患
者
会

　

支
援
』

発
表
⑧

　

伊
藤
た
て
お

　

『
難
病
患

　

者
・
障
害
者
の
障
害
年
金
申
請
－

　

学
生
・
主
婦
障
舎
無
年
金
１
１
０

　

番
か
ら
の
報
告
そ
の
２
－
』

研
修
講
演

座
長

　

木
村
格
（
い
た
る
）

講
師

　

今
井
尚
志

　

『
難
病
告
知
－

　

自
律
を
高
め
る
た
め
の
チ
ー
ム
ア

　

プ
ロ
ー
チ
ー
』

一
般
発
表
ぼ

座
長

　

静
岡
県
難
病
団
体
連
絡
協
議

　

会

　

野
原
正
平

発
表
⑨

　

三
原
睦
子

　

『
佐
賀
県
難

病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ー
年
問

を
振
り
返
っ
て
』

発
表
⑩

　

宮
崎
県
難
病
団
体
連
絡
協

　

議
会

　

首
藤
正
一

　
　

『
宮
崎
県
難

　

病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

と
課
題
』

発
表
面

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
県
患
者

　

・
家
族
団
体
迪
絡
協
議
会
・
多
発

　

性
硬
化
症
（
Ｍ
Ｓ
）
虹
の
会

　

丸

　

山
あ
ず
さ

　

『
難
病
患
者
か
ら
の

　

提
言
－
豊
か
な
在
宅
生
活
を
め
ざ

　

し
て
Ｉ
』

特
別
講
演

座
長

　

白
江
浩

講
師

　

前
衆
議
院
議
員

　

八
代
英
太

　
　

『
障
害
者
自
立
支
援
法
と
難
病
』

総
合
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

司
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難
病
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
と
や
ま

　

中
川
み
さ
こ

世
話
人
会
・
運
営
委
員
会
合
同
会
議

次
回
一
次
々
回
開
催
地

の
お
知
ら
せ

　

次
回
（
第
六
回
研
究
大
会
）

は
○
六
年
三
月
二
十
五
日
出
・

二
十
六
日
㈲
東
京
都
・
こ
ま
ば

エ
ミ
ナ
ー
ス
に
て
、
次
々
回
（
第

七
回
研
究
大
会
）
は
○
六
年
十

月
十
四
日
出
・
十
五
日
叩
静
岡

県
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
て
開
催

予
定
で
す
。

　

毎
回
研
究
大
会
で
は
講
演
・
発
表

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
「
参
加
者

-２-



交
流
会
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
食

事
を
・
召
し
上
が
り
な
が
ら
、
参
加
さ

れ
た
様
々
な
職
種
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
る
最
適
な
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
」
と

称
し
た
、
近
況
報
告
の
場
も
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
参
加

者
交
流
会
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協

議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
誕
生
！

　

一
一
〇
〇
五
年
五
月
二
十
九
日
、
口

本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ

Ｃ
）
と
全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　

（
全
難
巡
）
が
組
織
統
合
を
行
い
、

新
た
に
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議

会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

体
・
疾
病
団
体
十
八
団
体
、
会
員
数

三
十
万
九
千
名
）
と
な
り
ま
し
た
。

真
に
わ
が
国
の
患
者
・
家
族
団
体
活

動
（
当
事
者
運
動
）
を
代
表
す
る
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

第
６
回
研
究
大
会

（
東
京
）
の
ご
案
内

　

こ
の
統
合
に
よ
り
加
盟
団
体
は
五

　
　

日
時

十
二
団
体
（
地
域
難
病
連
三
十
四
団

一
ｄ
Ｏ
六
年

三
月
二
十
五
日
出

　
　
　

三
月
二
十
六
日
㈲

会
場
：
こ
ま
ば
エ
ミ
ナ
ー
ス

　

〒
一
五
三
‐
Ｏ
Ｏ
四
四

　

東
京
都
目
黒
区
大
橋
一
ド
十
九
一
五

　

１
１
０
三
－
三
四
八
万
－
一
四
：
㈹

内
容
：
「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

　
　
　

に
つ
い
て
（
愛
知
淑
徳
大
学

　
　
　

谷
口
明
広
先
生
に
よ
る
ご
講

　
　
　

演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
）
、

　
　
　

難
病
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
訓

　
　
　

査
報
告
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
発

　
　
　

表
）
な
ど

交
通
上
京
王
井
の
頭
線
「
駒
場
束
大

　
　
　

前
」
駅
西
口
か
ら
徒
歩
５
分

　
　
　

山
手
線
渋
谷
駅
南
口
か
ら
雍

　
　
　

で
十
分

※
内
容
・
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
多

　

少
の
変
更
が
出
る
可
能
性
が
あ
り

　

ま
す
。

●
参
加
者
な
ら
び
に
発
表
募
集
中
¶
・

・
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。
発

表
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局
ま

で
。

３-

特
別
講
演

「
障
害
者
支
援
法
と
難
病
」

前
衆
議
院
議
員

八

　

代

　

英
太
氏

　

私
か
怪
我
を
し
た
の
は
一
九
七
三

年
で
す
。
参
議
院
に
な
っ
た
の
は
一

九
七
七
年
で
す
が
、
一
九
七
五
年
に

初
め
て
宮
城
県
の
西
多
賀
病
院
で
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
山
田
三
兄
弟
に

出
会
い
ま
す
。
哲
学
者
の
よ
う
な
山

出
寛
之
さ
ん
（
故
人
）
、
感
性
豊
か

な
詩
を
書
く
秀
人
さ
ん
、
非
常
に
活

動
家
的
な
あ
り
の
ま
ま
舎
を
運
営
し

て
る
山
田
富
也
さ
ん
で
す
。
こ
の
宮

城
県
と
い
う
の
は
想
い
出
の
多
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
い
ろ
い
ろ
障
害
を
持
っ
た

仲
問
た
ち
と
出
会
う
よ
う
に
な
っ

て
、
や
は
り
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
政

治
な
ん
で
す
ね
。
私
も
せ
っ
か
く
市

イ
ス
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
ひ
と
つ
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

で
一
九
七
七
年
に
「
車
イ
ス
を
国
会

へ
」
が
私
の
一
つ
の
運
動
の
始
ま
り

で
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
持
を
い

た
だ
き
参
議
院
に
な
旦
二
期
十
八
年

や
り
ま
し
た
。
そ
の
間
山
田
く
ん
た

ち
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
皆
さ
ん
方

が
体
験
を
通
じ
て
生
き
急
い
で
い
く

記
録
を
「
車
イ
ス
の
青
春
」
と
い
う

映
画
に
し
て
全
国
で
上
映
活
動
を
や

ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
問
、
こ
れ
ほ
ど
時
代
が
科
学

技
術
が
い
ろ
ん
な
形
で
、
医
療
技
術

も
含
め
て
進
展
し
て
い
く
中
で
難
病

と
い
う
言
柴
が
あ
る
。
そ
の
難
病
に

対
す
る
研
究
も
ま
だ
遅
々
と
し
て
進

ん
で
い
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
考
え
な
が
ら
、
政
治
の
中
で
何

を
や
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、
私
は
障
害
者
問
題

を
中
心
と
し
な
が
ら
日
本
の
福
祉
を

今
日
ま
で
二
十
八
年
や
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

一
九
七
九
年
に
初
め
て
国
会
で
代

表
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
時
に

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を

発
表
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
時

は
、
障
害
を
も
っ
と
こ
れ
し
か
仕
事

が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
施
設
で
生
き

る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
も
う
し
か
た

が
な
い
、
諦
め
る
し
か
な
い
と
。
こ

ん
な
障
害
者
に
対
す
る
意
識
の
時
代

で
も
あ
っ
た
。
全
て
の
人
が
私
た
ち

の
社
会
の
巾
で
本
当
に
楽
し
く
生
き



て
い
く
に
は
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
、
つ
ま
り
歩
け
な
い
人
も
何
％
か

い
る
社
会
こ
そ
普
通
な
ん
だ
。
目
の

見
え
な
い
人
も
い
て
こ
そ
い
い
街
な

ん
で
す
よ
。
寝
た
き
り
老
人
も
何
％

か
い
な
い
と
人
問
の
街
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
よ
と
い
う
の
が
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
な
ん
て
す
ね
。

　

私
も
車
イ
ス
に
な
り
た
く
て
な
っ

た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
な
り
た
い
と
思

っ
て
難
病
に
な
る
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
あ
る
日
突
然
環
境
の
変
化

や
社
会
的
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
中
で

障
害
を
背
負
う
。
こ
れ
が
人
間
社
会

の
ノ
ー
マ
ル
な
姿
で
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
し
て
そ
の
一
人
ひ
と
り
の
尊

厳
が
守
ら
れ
て
い
く
正
常
な
社
会
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

国
連
に
一
九
五
力
国
も
加
入
し
て

い
る
。
人
間
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

に
は
必
ず
何
％
か
の
難
病
の
人
も
い

る
、
目
の
見
え
な
い
人
も
い
る
二
言

葉
の
話
せ
な
い
人
も
い
る
、
知
的
な

障
害
を
も
つ
た
人
も
い
る
、
寝
た
き

り
の
人
が
い
る
。
こ
う
い
う
国
が
や

は
り
当
た
り
前
の
人
間
社
会
の
姿
な

ん
で
す
ね
。
国
連
の
統
計
で
は
人
口

の
十
％
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

　
　
　
　
　
　
　

六
十
億
で
す
か

ら
、
六
億
の
人
が

こ
の
地
球
上
で
は

障
害
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
推
計
が

で
て
い
る
ん
で
す

ね
。
日
本
で
は
だ

い
た
い
六
百
万
人

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
ま
で
の
障
害

者
施
策
と
い
う
の

は
、
施
設
収
川
型

が
主
流
で
し
た
。

障
害
が
あ
る
と
街

の
中
で
は
な
く
て

家
の
中
で
は
な
く

て
小
高
い
丘
の
中

腹
に
あ
る
い
は
ど
こ
か
に
集
団
で
一

緒
に
住
み
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ア

を
受
け
な
が
ら
授
産
所
の
よ
う
な
仕

事
を
し
な
が
ら
、
集
団
的
に
過
ご
し

て
い
く
の
が
。
当
時
の
世
の
中
の
背

景
で
し
た
。

　

小
規
模
作
業
所
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
全
国
で
六
千
五
百
あ
る
う
ち

国
は
二
千
三
百
、
年
間
百
十
万
円
と

い
う
僅
か
な
お
金
で
す
が
国
は
支
援

を
し
ま
す
。
地
域
の
中
に
点
在
す
る

小
規
模
な
も
の
が
、
こ
れ
か
ら
地
域

と
の
連
帯
、
ふ
れ
あ
い
、
共
生
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
方
向
を
目
指
し
て
い
る
ん

で
す
が
、
当
時
は
十
五
ヶ
所
し
か
な

か
っ
た
ん
で
す
、
国
が
支
援
し
て
い

た
の
は
。
そ
れ
が
今
二
千
三
百
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。
い
ろ
ん
な
形
で
お

お
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
こ
と
だ

け
は
事
実
で
す
。

　

今
障
害
者
自
立
支
援
法
と
い
う
の

が
で
て
き
ま
し
た
。

　

自
分
は
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
た
時

に
ど
う
二
十
四
時
間
の
ケ
ア
を
す
る

か
が
支
援
費
制
度
の
中
で
浮
上
し
て

き
ま
し
た
。
二
年
前
に
こ
の
制
度
が

で
き
て
か
ら
多
く
の
亜
い
障
害
を
持

っ
た
人
た
ち
が
み
ん
な
街
へ
出
た
い

と
。
何
が
で
き
な
い
か
で
は
な
く

て
、
何
か
で
き
る
か
と
い
う
方
向
に

模
索
し
は
じ
め
ま
し
た
。
自
分
が
人

生
を
選
択
す
る
。
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
や
る
。
自
己
決
定
を
基
本
に

す
る
。
そ
し
て
自
分
は
こ
の
施
設
で

一
生
住
む
ん
じ
や
な
く
て
、
街
に
出

て
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
生
き

な
が
ら
や
り
た
い
仕
事
を
自
分
が
見

付
け
て
い
く
。
そ
し
て
ヶ
ア
を
必
要

と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
が
制
度

と
し
て
作
っ
て
欲
し
い
。
と
い
う
要

求
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ

た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
障
害
者
の
自

立
運
動
で
す
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
こ
の
障
害
者
自
立
支
援
法
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

障
害
者
保
健
福
祉
策

の
改
革

自
立
と
共
生
の
社
会
づ
く
り
。
障

害
者
が
自
立
し
て
普
通
に
暮
ら
せ
る

街
づ
く
り
、
こ
れ
こ
そ
が
障
害
者
の

願
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
全
て
の
人

た
ち
が
自
然
に
交
わ
っ
て
支
え
あ
う

街
づ
く
り
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
、
自
立
と
共
生
の
社
会

づ
く
り
、
と
い
う
こ
と
が
そ
の
向
こ

う
に
あ
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
障
害
者

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化
す
る
こ

と
で
す
。

　

今
ま
で
は
補
助
金
と
い
う
形
で
国

の
財
政
責
任
は
明
確
化
に
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。
従
っ
て
支
援
費
の
時
に

は
足
ら
な
く
な
っ
た
ら
補
正
予
算
を

組
む
形
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

今
度
は
国
が
責
任
を
も
つ
仕
組
み
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

原
則
は
六
十
五
才
以
上
に
介
護
保

険
が
あ
っ
た
。
精
神
障
害
者
や
他
の

難
病
の
皆
さ
ん
は
こ
の
障
害
者
の
支

援
費
制
度
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
わ

け
で
す
。
そ
れ
を
す
べ
て
一
元
化
を

し
て
い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
み
ん
な

一
緒
に
し
て
し
か
も
一
番
身
近
な
市

町
村
が
し
っ
か
り
窓
口
を
も
っ
て
や

っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
扶
養
義
務
者
の
責
任
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
そ

れ
は
な
し
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
。

　

小
規
模
作
業
所
な
ど
も
も
っ
と
育

成
し
な
が
ら
障
害
者
が
そ
の
適
正
に

応
じ
て
よ
り
力
を
発
揮
し
て
働
け
る

社
会
。
自
立
と
い
う
こ
と
に
は
汗
す

る
。
そ
の
汗
も
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の

中
身
に
よ
っ
て
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
障
害
者
の

所
得
保
障
で
す
。

　

精
神
障
害
者
へ
の
雇
用
率
も
先
国

会
で
全
て
決
め
る
よ
う
に
い
た
し
ま

し
た
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
普
通
に
暮
ら
せ

る
地
域
作
り
。
た
と
え
ば
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
ア
パ
ー
ト
も
造
る
。
一
般

企
業
で
も
働
く
、
小
規
模
な
通
所
型

の
事
業
所
、
作
業
所
を
や
る
。
地
域

４



社
会
全
体
が
ノ
ー
マ
ル
な
形
で
機
能

す
る
よ
う
な
方
法
に
し
て
い
く
に

は
、
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
ど
う
障
害

者
自
立
支
援
法
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

く
か
も
大
き
な
基
盤
づ
く
り
の
基
本

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
市
町
村
で
も
障
害

者
福
祉
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
社
会
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
フ
ォ
ロ

ー
す
る
の
に
障
害
者
基
本
法
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
こ
の
障
害
者

基
本
法
も
大
改
革
を
し
ま
し
た
。
全

て
の
市
町
村
で
障
害
者
基
本
計
画
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
例
え

ば
障
害
者
自
立
支
援
法
に
な
る
と
、

町
や
村
や
町
は
ず
れ
で
は
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん

じ
や
な
い
か
と
心
配
の
声
が
大
変
多

い
の
で
す
が
、
障
害
者
自
立
支
援
法

を
し
っ
か
り
裏
付
け
る
障
害
者
基
本

法
と
い
う
大
き
な
法
律
を
昨
年
作
り

ま
し
た
。

　

市
町
村
が
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
す
る

基
準
が
今
ま
で
な
か
っ
た
。
そ
う
い

う
尺
度
を
開
発
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と

を
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
制
度

化
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に

匹
敵
す
る
以
上
の
強
い
権
限
を
持
つ

審
査
会
を
作
る
。
こ
の
審
査
会
に
は

当
事
者
や
専
門
家
が
入
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
う
た
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
公
平
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
今
ま
で
は
丸
投
げ
的
に
や

っ
て
い
て
足
ら
な
く
な
る
と
補
正
予

算
を
組
ん
で
継
ぎ
足
し
し
て
き
た
。

今
度
は
制
度
と
し
て
み
ん
な
で
費
用

を
さ
さ
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
地
域

生
活
と
入
所
施
設
と
の
均
衡
あ
る
負

担
が
議
論
で
す
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
都
道
府

県
の
財
政
責
任
を
明
確
化
す
る
。
制

度
の
全
般
的
な
見
直
し
を
前
提
に
国

が
義
務
的
な
負
担
を
す
る
。
国
が
二

分
の
一
、
都
道
府
県
が
四
分
の
一
、

市
町
村
が
四
分
の
一
。
利
用
者
は
四

分
の
一
。
食
費
や
光
熱
は
実
費
負

担
。
自
分
の
施
設
の
中
で
食
べ
る
も

の
、
サ
ー
ビ
ス
量
と
所
得
に
応
じ
た

負
担
。
所
得
が
あ
れ
ば
払
う
。
所
得

が
な
け
れ
ば
払
わ
な
い
。
親
に
所
得

が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
関
係
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

い
ろ
ん
な
意
味
で
国
と
都
道
府

県
、
市
町
村
と
の
予
算
の
バ
ラ
ン

ス
、
障
害
者
自
身
も
収
入
の
あ
る
人

は
払
う
。
収
入
が
な
け
れ
ば
国
の
責

任
と
し
て
や
る
と
い
う
分
か
り
や
す

い
制
度
の
も
と
に
こ
の
自
立
支
援
法

が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

今
年
あ
た
り
か
ら
は
難
病
問
題
に

は
か
な
り
厚
労
省
も
力
を
い
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
実
は
こ
れ

も
こ
の
障
害
者
自
立
支
援
法
に
関
係

が
あ
り
ま
し
て
、
私
か
修
正
案
の
中

で
こ
の
こ
と
を
大
き
く
う
た
っ
た
こ

と
と
、
そ
し
て
障
害
者
基
本
法
の
中

に
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
、
こ
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
他

に
、
難
病
等
と
い
う
言
葉
を
入
れ
る

た
め
に
半
年
以
上
財
務
省
や
厚
労
省

と
激
し
く
議
論
し
ま
し
た
。
し
か
し

難
病
と
い
う
の
は
固
定
的
な
一
つ
の

疾
病
に
は
な
ら
な
い
の
で
障
害
と
い

う
尺
度
は
難
し
い
、
財
政
負
担
が
も

の
す
ご
く
、
障
害
者
基
本
法
に
は
身

体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害

　

「
等
」
と
い
う
言
葉
も
そ
の
中
に
は

い
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

私
は
こ
の
国
会
で
四
項
目
の
修
正

案
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

は
、
法
案
に
よ
り
障
害
者
基
本
法
の

理
念
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
く
わ
え
て
よ
り
一
層
の
充
実
支
援

を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

施
設
で
学
ぶ
も
よ
し
、
施
設
か
ら

ま
た
出
る
も
よ
し
、
あ
る
い
は
ま
た

施
設
に
戻
る
も
よ
し
。
ま
た
施
設
が

地
域
と
同
じ
よ
う
な
住
環
境
も
含
め

て
、
入
所
環
境
も
改
善
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
い
て
も
障
害
を

持
つ
と
い
う
こ
と
が
苦
に
な
ら
な
い

社
会
と
い
う
も
の
が
必
要
だ
と
。

　

自
立
支
援
法
は
障
害
者
の
範
囲
を

拡
大
し
、
難
病
の
皆
さ
ん
、
自
閉
症
、

て
ん
か
ん
等
全
て
の
障
害
者
を
対
象

と
す
る
こ
と
を
速
や
か
に
検
討
す

る
。
こ
れ
を
入
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
は
就
労
支
援
と
所
得
保
障

を
速
や
か
に
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

　

今
度
の
雇
用
促
進
法
で
障
害
者
は

在
宅
で
も
雇
用
で
き
る
。
あ
る
い
は

小
規
模
作
業
所
で
優
秀
だ
と
推
薦
す

れ
ば
就
労
の
契
約
が
で
き
る
。
そ
の

人
が
就
労
契
約
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
。
国
か
ら
補
助
金
が
で
て
、
職
場

適
用
訓
練
費
な
ど
が
で
る
の
で
作
業

所
も
う
る
お
う
こ
と
が
で
き
る
と

か
、
こ
う
い
う
や
り
方
が
あ
り
ま

す
。

　

今
度
の
自
立
支
援
法
で
は
、
生
活

保
護
の
人
は
一
銭
も
出
さ
な
く
て
い

い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
半
額
の
障
害
者

の
基
礎
年
金
か
ら
は
何
が
し
か
徴
収

さ
れ
る
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
私
は

矛
盾
だ
と
思
う
。
こ
う
い
う
こ
と
も

考
え
る
と
、
や
は
り
生
活
保
護
費
に

匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
の
最
低
の
障
害
者

の
生
活
所
得
保
障
と
い
う
も
の
を
速

や
か
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
今
度
の
法
案
に

明
記
し
た
わ
け
で
す
。

　

今
後
は
私
は
障
害
者
は
総
合
福
祉

法
を
考
え
な
が
ら
二
十
一
吐
紀
を
目

指
し
て
全
て
の
人
の
完
全
参
加
と
平

等
の
実
現
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
を
積
極
的
に
今
日
ま

で
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
九
八

一
年
完
全
参
加
と
平
等
、
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
発
表
。
一

九
八
六
年
障
害
基
礎
年
金
一
級
三
万

か
ら
八
万
六
千
円
、
二
級
二
万
か
ら

六
万
四
千
円
と
い
う
新
し
い
所
得
保

障
。
一
九
九
三
年
心
身
障
害
者
対
策

法
を
法
案
化
。
一
九
九
四
年
に
ハ
ー

ト
ビ
ル
法
を
制
定
。
粘
神
障
害
者
の

問
題
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
は
青
年
後
見
制

度
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
障
害
者

の
補
助
犬
、
議
員
立
法
、
障
害
者
プ

ラ
ン
を
新
し
く
作
る
。
障
害
者
基
本

と
、
政
治
は
暮
ら
し
の
全
て
だ
と
い

う
こ
と
で
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
先
般
の
選
挙
で
八

代
英
太
は
お
し
く
も
落
選
を
し
た
と

い
う
こ
と
が
最
後
の
お
ま
け
の
言
葉

に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
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全国難病センター研究会

　　　

今後の予定

　

研
究
大
会
も
今
回
で
五
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
第
一
回
研
究

大
会
で
は
数
力
所
で
あ
っ
た
難

病
セ
ン
タ
ー
も
、
規
模
・
活
動

内
容
も
様
々
に
各
地
で
産
声
を

上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
動
き
と

と
も
に
研
究
大
会
の
発
表
内
容

は
よ
り
実
践
的
・
具
体
的
な
も

の
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

次
回
東
京
で
の
大
会
で
は
セ

ン
タ
ー
の
相
談
活
勲
特
に
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
取
り
上

げ
て
議
論
し
ま
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
’
・

　
　
　
　
　

（
鈴
木
）

編
集
後
記

2006年

　

●2006年３月25日(上〉・26日〈日〉

　　

第６回研究大会

　

東京都・こまばエミナース

　

●2006年10月卜川田・15日面

　　

第７回研究大会

　

静岡県・グランシップ

2007年

　

●2007年３月

　　

第８回研究大会

　

佐賀県

　

●2007年10月

　

第９回研究大会

　

富山県

　

※日程・場所に関して変更がある可能性がありま

　

す。

詳細は別途お知らせいたします。

皆様のご参加をお待ちいたしております。



　　　　　　　　　　　　　

目

　

次

○第５回研究大会ｉｎ仙台

　

大盛会！

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　

１

○特別講演

　

「障害者支援法と難病」

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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